
宮
城
県
鉄
筋
工
事
業
協
同
組
合

宮
城
県
鉄
筋
工
事
業
協
同
組
合

組組
合合
紹紹
介介

公益社団法人

取り回しやすさを考え、シンボルマークとセットで使用するロゴタイプも制作しました。
シンボルマークは「支える人」をモチーフにしました。上方の長方形は「鉄筋」を、円形と流線型は「鉄筋業に従事する人」を表現していま
す。カラーは清潔感、信頼感を表現するためにブルー系にしています。
ロゴタイプは、力強さや安定感を見た人に感じてもらうためにすべての文字を直線で表現しています。文字の横線は下にいくほど太くして

「しっかりとした土台」を表現しました。そして、正式名称である「全国鉄筋工事業協会」と略称の「全鉄筋」の２種類とも制作しました。
この２種類で文字の表情を変えています。「全国鉄筋工事業協会」は文字が多いので全体的にスッキリと見えるように線と線の間に十分な空
間を与えています。「全鉄筋」は文字が少ないため一つの塊としてインパクトを与えるために文字を全体的に太くしています。

　

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
宮
城
県
鉄
筋
工
事
業
協
同
組

合
で
す
。
当
組
合
は
我
々
の
祖
父
や
父
親
が
親
睦
団
体
と
し

て
作
っ
た
組
合
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
昭
和
三
十
七
年
に

十
八
社
で
設
立
さ
れ
今
年
で
五
十
六
年
に
な
り
ま
す
。
経
済

の
激
変
も
あ
り
当
時
か
ら
残
っ
て
い
る
会
社
は
4
社
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
か
つ
て
県
内
の
鉄
筋
業
者
を
ま
と
め
る
べ
く
、
組

合
員
を
増
や
そ
う
と
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
人
数
が
増

え
る
と
、
意
見
が
多
岐
に
渡
り
ま
と
ま
ら
な
く
な
る
の
が
、

集
団
の
常
で
す
。
不
満
な
組
合
員
は
自
然
に
退
会
し
、
あ
と

に
は
協
力
的
な
組
合
員
だ
け
が
残
る
形
に
な
り
ま
し
た
。
組

合
員
は
現
在
十
九
社
で
す
が
、
難
し
い
問
題
に
も
組
合
員
が

一
致
協
力
し
て
対
処
出
来
る
の
で
、
組
合
員
活
動
が
ス
ム
ー

ズ
に
運
営
し
て
お
り
ま
す
。
現
役
員
は
二
十
五
年
前
に
当
組

合
の
青
年
部
と
し
て
、
親
交
を
深
め
た
仲
な
の
で
、
と
て
も

や
り
や
す
い
環
境
で
す
。

　

組
合
活
動
と
し
ま
し
て
は
、
各
月
の
月
例
会
、
温
泉
泊
ま

り
の
忘
年
会
、
新
年
会
、
通
常
総
会
、
納
涼
会
な
ど
、
情
報

交
換
と
親
睦
の
場
を
多
数
設
け
て
お
り
ま
す
。
建
団
連
や
建

専
連
な
ど
の
関
係
団
体
と
力
を
合
わ
せ
、
国
県
市
や
ゼ
ネ
コ

ン
へ
の
陳
情
や
意
見
交
換
会
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
を
通
じ
て
毎
年
職
長
の
表
彰
も
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
建
築
構
造
技
術
者
協
会
と
は
平
成
十
四
年
か
ら
の
お
付
き

合
い
で
、
勉
強
会
や
交
流
会
も
活
発
に
行
わ
れ
、
数
年
前
に

は
共
通
仕
様
書
（
東
北
版
）
を
一
緒
に
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

教
育
面
も
重
視
し
、鉄
筋
技
能
士
の
各
種
講
習
会
を
開
催
し
、

若
い
技
能
士
の
育
成
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
理
事
長
が
全
鉄
筋
の
常
任
理
事
と
な
り
、
今
ま

で
以
上
に
鉄
筋
業
界
に
尽
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

制作者インタビュー

　全鉄筋ロゴデザイン

全鉄筋は創立53年を迎え、会員企業の社員の皆様、またそのご家族の皆様を対象に、当協会のロゴマーク
を公募致しました。
多数のご応募頂いた作品の中から、厳正なる選考の結果、関西鉄筋工業協同組合、株式会社タソト工業、田
外　勝哉（タソト　カツヤ）様の作品が選ばれました。

株式会社タソト工業　田外　勝哉（タソト　カツヤ）様
この度は最優秀賞に選んでいただき誠にありがとうございます。
今回のロゴデザインですが、まずは鉄筋工事業は建物の「骨」をつくるお仕事だと思いま
したので、最初は「骨」にスポットライトを当ててデザインを始めました。しかしデザイ
ンアイディアを出すにつれて、真にスポットライトを当てるのは「骨」ではなくそれを作っ
ている「人」なのではないのかと思い、制作の方向性をガラリと変えて、今回のロゴのテー
マ「支える人」に辿り着き制作しました。
これから多様な場所で使われるロゴを制作できたというのは、私にとっては非常に嬉しく、
またこの経験を活かして自らの活動をさらに精力的なものにしていけたらと思います。

私たちは、技能に優れた鉄筋工事企業集団として、社会に貢献します。

Vol.
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国土交通大臣表彰国土交通大臣表彰（建設事業関係功労）（建設事業関係功労）
平成30年７月10日

知念　辰昇
南武㈱　代表取締役会長

鉄工協

小寺　洋志裕
㈱コデラ　代表取締役

石川県

熊谷　誠一
丸正誠伸興業㈱　代表取締役

北海道
敬称略

役　職 氏　　名 団体名 地方名 会　社　名
1 会 長 岩　田　正　吾 関 西 近 畿 正栄工業㈱
2 副 会 長 篠　森　義　晴 福 岡 九 州 ㈱清進工業
3 副 会 長 知　念　辰　昇 鉄工協 関 東 南武㈱
4 副 会 長 武　田　美　治 香 川 四 国 武田建設㈱
5 専務理事 飯　島　　　勉 愛 知 中 部 飯島鉄筋工業㈱
6 常務理事 小　寺　洋志裕 石 川 北 陸 ㈱コデラ
7 常任理事 熊　谷　誠　一 北海道 北海道 丸正誠伸興業㈱
8 常任理事 宮　本　ゆり子 山 口 中 国 宮本工業㈱
9 常任理事 岑　　　直　樹 宮 城 東 北 松永鉄筋工業㈱
10 常任理事 新　妻　尚　祐 東鉄協 関 東 新妻鋼業㈱
11 理 事 町　田　十九一 長 崎 九 州 ㈱町田工業
12 理 事 道　用　光　春 会員外 （一社）建設産業専門団体連合会

第
７
回

第
７
回（
通
期
第

（
通
期
第
3333
回
）
回
）社
員
総
会
開
催
報
告

社
員
総
会
開
催
報
告

平
成
30
年
6
月
８
日（
金
）「
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
品
川
」

（
公
社
）
全
国
鉄
筋
工
事
業
協
会
　
会
長
賞

田
中　

恵
悦　

㈱
田
中
鉄
筋
社
長

　

青
森
県
鉄
筋
業
協
同
組
合　

監
事

三
浦　

秀
明　

㈲
三
浦
圧
鉄
工
業
社
長

　

岩
手
県
鉄
筋
業
協
会　

副
会
長

渡
邉　
　

力　

渡
辺
鉄
筋
工
業
㈱
会
長

　

福
島
県
鉄
筋
業
協
同
組
合　

理
事

扇
原 

優
一　

ア
イ
ム
工
業
㈱
社
長

　

富
山
県
鉄
筋
工
事
業
協
同
組
合　

理
事
長

奥
山 

啓
二　

㈱
オ
ク
ト
社
長

　

石
川
県
鉄
筋
業
協
同
組
合
（
前
）
常
務
理
事

（
敬
称
略
）

A
．
平
成
30
年
度
功
労
者
表
彰

「
平
成
29
年
度
事
業
報
告
、
並
び
に

会
計
決
算
報
告
」、「
理
事
の
改
選（
臨

時
）」、「
役
員
報
酬
等
規
程
」、「
平

成
30
年
度
事
業
計
画
、
お
よ
び
収
支

予
算
書
」
が
社
員
総
会
に
お
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

B
．
議
　
案

C
．
講
　
演

国
土
交
通
省 

土
地
・
建
設
産
業
局

　

建
設
市
場
整
備
課

　
　

労
働
資
材
対
策
室
長

　
　
　

矢
吹　

周
平　

様

館
岡　

正
一

矢
島
鉄
筋
工
業
㈱

代
表
取
締
役
会
長

東
鉄
協

秦　
　

興
司

東
陽
建
設
工
機
㈱

代
表
取
締
役

外
部
理
事

戸
田　

裕
雄

㈱
戸
田
鉄
筋

代
表
取
締
役

関　
　

西

田
中　

安
治

旧
岡
部
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
㈱

代
表
取
締
役

外
部
理
事

池
谷　

侑
治

㈱
扶
桑
工
業

代
表
取
締
役

静
岡
県

（
敬
称
略
）

業
界
発
展
に
全
鉄
筋
の
理
事
と
し
て
、

　

長
き
に
わ
た
る
多
大
な
ご
貢
献
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　

お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご退任理事

公益社団法人 全国鉄筋工事業協会　役員（平成30年６月８日理事会決議）
役　職 氏　　名 団体名 地方名 会　社　名

13 理 事 菅　井　文　明 会員外 （職）全国建設産業教育訓練協会
14 理 事 大　平　時　彦 茨 城 関 東 ㈱大平組
15 理 事 近　　　喜　男 新 潟 北 陸 近鉄筋工業㈱
16 理 事 池　田　愼　二 千 葉 関 東 ㈱ダイニッセイ
17 理 事 平　山　　　勲 福 島 東 北 ㈱平山鉄筋
18 理 事 蟹　澤　宏　剛 会員外 芝浦工業大学工学部建築工学科
19 理 事 宮　村　博　良 福 岡 九 州 ㈱宮村鉄筋工業
20 理 事 國　井　　　均 静 岡 中 部 ㈱芳和建設工業
21 理 事 中　川　六　雄 関 西 近 畿 ㈱中鉄
22 理 事 松　本　浩　樹 会員外 東陽建設工機㈱
23 監 事 吉　岡　通　伸 愛 媛 四 国 ㈲吉岡鋼業
24 監 事 小田桐　　　健 神奈川 関 東 ㈱スチール・ワン

一
般
財
団
法
人 

建
設
業
振
興
基
金

　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

　
　

事
業
推
進
セ
ン
タ
ー
副
長

　
　
　

田
尻　

直
人　

様

（2）　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会2018年（平成30）７月20日



会員団体が独自の技能大会を開催

各地区広報活動報告

　（協）東京鉄筋工業協会は平成30年６月10日に第４回目となる鉄筋技能
大会を開催しました。
　今年度は、鉄工協独自の新たな取り組みとして建築・土木・実習生の３部
門にわけ、建築・土木は施工性が違う為、協議の結果あえて２部門とし１級
組立課題を作業時間１時間20分を打ち切りとした。
　外国人実習生部門は技能実習終了時の必須項目になった随時３級の組立課
題を作業時間１時間（延長あり）とし、各部門にて技術を競い合った。
　とりわけ、外国人実習生部門の実習生の競技に取り組む姿勢には目を見張
るものがあった。
　また、平均作業時間が35分40秒
と１時間の作業時間に対して大幅
に短縮していることからもそのこ
とが窺える。
　第一回TETSU-1の予選を兼ねた
ときから始めた技能大会も今回で
４回目となり毎年開催しており、
回を重ねるごとに技術の向上が見
受けられ、今回は年齢制限を外した為、まだ１級技能士を取得していない若
い世代が自分の技術を試したいと数名参加していました。
　これからも鉄工協は技能・技術集団として、後進の指導・技術の向上の一
環として技能大会を継続していきます。

　当組合は、島根県職業能力開発協会等が主催する「しまね技能フェスティ
バル」に８年連続して参加しています。しまね技能フェスティバルは、社会
における技能尊重気運の醸成と、後継技能者の定着を図り、島根県の産業振
興に寄与することを目的に毎年開催されているもので、県内の名工、伝統技
能、鉄筋、造園、建築板金等の専門技能者の実演等が行われる一年に一回の
イベントです。当組合では、組合設立の年から、毎年◎若手鉄筋工による、
鉄筋組立て実演と◎「体験してみよう鉄筋結束コーナー」を設けています。
　昨年は、10月29日（日）に島根県松江市のコンベンション施設で開催さ
れました。来場者は、約3,000人。体験コーナーでは、子ども連れの親子等
50人程が、楽しそうにハッカーで結束する光景が見られました。
　また、若手鉄筋工の実演では、普段見ることのない鉄筋工による手際の良
い技能に、感心して見入っている来場者もあり、鉄筋工の魅力を大いに発信
出来たものと自負しています。

　新潟県鉄筋業協同組合では青年部活動として新潟県内高校への《出前講座
や県立高校メッセ出展》など積極的に活動しています。
　出前講座は普通科高校では鉄筋結束体験を中心にしていますが商業高校な
どで土木専攻を行っている学校では3級鉄筋施工試験モデルの組立指導など
も行っています。
　必ず実技指導の前には座学を行いコンクリートの中で鉄筋が果たす役割や
構造物における鉄筋工事の重要性、日本の安心、安全を守る仕事なのだと生
徒に話しをしています。

　県立高校メッセでは、中学生や高校生そし
て親御さんにも結束体験をしていただいてい
ます。
　鉄筋工事は重要性が高い割には知名度の低
い職種でありますが《出前講座や県立高校メッ
セ》等を活用して鉄筋工事の重要性を広報し
その結果、担い手確保につなげていけるよう
にこれからも積極的に活動していきます。

　今年度の東鉄協鉄筋技能大会は5月13日、城東職業能力開発センターで開
催された。
　前2回は平成27年、29年に行われたが、いずれも全鉄筋主催のTETSU－
Ⅰグランプリの予選会との位置付けであった。今回は当組合独自開催という
こともあり、45歳以下という年齢枠を撤廃、予てから希望のあった46歳以
上のシニア４名を加え17名が参加、会社同僚やご家族の応援団の見守る中
で競技が展開された。
　その結果、秋山俊貴氏（矢島鉄筋工業）が優勝、２位には塗木辰弥氏（永
和産業）、３位に高坂淳也氏（新妻鋼業）、そしてシニア部門の特別賞に天野
弘勝氏（石澤工業）が入った。
　新妻理事長は「回を重ねるごとにレベルが向上している。今後も技能大会
を継続し、技能向上が現場に生かされるようになる大会としたい。」との思
いを語ったが、毎年５月の
連休明けの日曜日に開催
し、通常総会後の懇親会で
表彰式を行うことを組合の
年間行事に組み込み、若手
技能者の励みとなる大会に
成長させたいと考えており
ます。

東京都鉄筋業協同組合 東京鉄筋工事業協会

島根県鉄筋工事業協同組合新潟県鉄筋業協同組合

　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会（3） 2018年（平成30）７月20日



　

海
開
き
の
便
り
が
聞
か
れ
る
頃
に
な
り

ま
し
た
。
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か

　

さ
て
、「
社
会
保
険
100
％
加
入
」
に
始

ま
り
「
働
き
方
改
革
」「
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
」
と
近
年
、
矢
継
ぎ
早
に
建

設
業
界
は
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

　

ど
れ
も
職
人
の
地
位
向
上
や
新
規
入
職

者
の
問
題
を
背
景
に
宮
民
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
べ
き
課
題
で
す
。
し
か
し
な
が

ら
筆
者
は
、
こ
う
も
思
う
の
で
す
。

　
「
社
会
保
険
100
％
加
入
し
て
い
な
い
…
」

　

も
っ
と
言
え
ば
基
幹
技
能
者
も
民
間
の

現
場
で
は
、
大
し
て
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

ゼ
ネ
コ
ン
も
「
あ
れ
ば
書
類
に
入
れ
と

い
て
」
程
度
な
の
で
す
。
大
変
な
労
力
を

注
い
で
、
中
身
が
伴
わ
な
け
れ
ば
意
味
が

あ
り
ま
せ
ん
。
今
一
度
、
こ
れ
ら
を
骨
太

に
す
る
努
力
を
し
た
方
が
良
い
の
で
は
…

と
思
う
の
で
す
。

　

職
人
や
新
規
入
職
を
考
え
て
い
る
学
生

は
、
そ
こ
を
見
て
い
る
様
に
思
え
て
な
ら

な
い
の
で
す
。

広
島
鉄
筋
組
合　

兼　

澤　

伸　

至

編
集
委
員

委
員
長　

知
念　

辰
昇
（
鉄
工
協
）

副
委
員
長　

宮
本
ゆ
り
子
（
山　

口
）

　
　
　
　
　

木
浪　

裕
子
（
北
海
道
）

　
　
　
　
　

工
藤　

桂
一
（
神
奈
川
）

　
　
　
　
　

田
浦　

真
一
（
関　

西
）

　
　
　
　
　

兼
澤　

伸
至
（
広　

島
）

編
集
後
記

就
任
挨
拶�

広
報
委
員
会
委
員
長　

知
念　

辰
昇

　

自
己
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。昨
年
12
月
１
日
よ
り
副
会
長
、

今
年
度
よ
り
広
報
委
員
長
の
大
役

を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
、
鉄

工
協
相
談
役
の
知
念
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

さ
て
、
全
鉄
筋
の
方
向
性
を
担

う
の
は
会
長
の
股
肱
の
臣
「
経
営

委
員
会
」、
各
委
員
会
は
そ
の
目

標
を
達
成
す
る
た
め
の
実
働
部
隊

だ
と
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
広
報
委
員
会
は
全
鉄

筋
の
方
向
性
、
現
況
等
を
会
員
皆

様
に
発
信
す
る
の
が
役
目
で
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
を
よ

り
充
実
し
た
内
容
で
発
信
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

一
案
と
し
ま
し
て
、
各
地
・
各
県

で
起
き
た「
お
も
し
ろ
い
出
来
事
、

笑
え
る
話
、
目
出
度
い
こ
と
、
厳

♣７月５日（木）今年度から経営委員会内に新しく設置した「女性活躍推進WG」の第１回会議が開催され、
宮本ゆり子GLをはじめ、平成30年度の活動内容について活発な意見交換が成されました。ご意見、ご提案を
いつでも事務局までお寄せ下さい…

♣７月６日（金）建設労働者確保育成事業推進事務局会議（全国会議）が開催されました。
会議では社員総会で決議された「平成29年度事業報告と平成30年度事業計画」をお知らせしたほか、各組合のご要望を取り入れる良い機会となりま
した。全鉄筋の活動は、各組合事務局ご担当者のご協力がなければ成り立たないことを共有し、意義ある会議になりました。

♣秋季定例会は 平成30年10月26日 ANAクラウンプラザホテル金沢にて開催、青年部全国連絡会議は平成30年11月９日リーガロイヤルホテル大阪にて
開催いたします。皆様にはご予定のほどよろしくお願いいたします。

♣６月８日（金）に開催した社員総会のご講演、「建設キャリアアップシステム」について…
全鉄筋はこれまで国土交通省の施策に理解を示し、「社会保険加入」を強く推し進めて参りました。そして今年から社会保険に未加入の企業は建設業許可の更
新ができなくなりました。次に国が打ち出した施策は「建設業働き方改革」です。社会保険問題も時間を要したように、すぐに成し得る簡単な問題ではありません
が、全鉄筋はこれまで通り専門工事業界を牽引するつもりの覚悟を以って、国土交通省へ意見を述べながら協力していく所存です。なかでも建設業振興基金が
主管する「建設キャリアアップシステム」は、技能者のキャリアに応じた処遇改善を目指す取り組みの一つですが、更には専門工事各企業の評価に繋げる目標が
あります。受注機会確保のためにも後れを取ることがないよう、全鉄筋は早 に々「第３者委員会」を設置し対応して参ります。 ［ご講演資料の抜粋］

トピックス

建設業働き方改革加速化プログラム （平成 年 月 日発表）

生産性向上長時間労働の是正 給与・社会保険
罰則付きの時間外労働規制の施行の猶予期間（５

年）を待たず、長時間労働是正、週休２日の確保を図
る。特に週休２日制の導入にあたっては、技能者の多
数が日給月給であることに留意して取組を進める。

○各発注者の特性を踏まえた適正な工期設定を推進
する

・昨年８月に策定した「適正な工期設定等のためのガイド
ライン」について、各発注工事の実情を踏まえて改定す
るとともに、受発注者双方の協力による取組を推進する

・各発注者による適正な工期設定を支援するため、工期設
定支援システムについて地方公共団体等への周知を進め
る

○生産性の向上に取り組む建設企業を後押しする
・中小の建設企業による積極的な 活用を促すため、公
共工事の積算基準等を改善する

・生産性向上に積極的に取り組む建設企業等を表彰する
（ 大賞の対象拡大）

・個々の建設業従事者の人材育成を通じて生産性向上につ
なげるため、建設リカレント教育を推進する

○週休２日制の導入を後押しする
・公共工事における週休２日工事の実施団体・件数を大幅
に拡大するとともに民間工事でもモデル工事を試行する

・建設現場の週休 日と円滑な施工の確保をともに実現さ
せるため、公共工事の週休 日工事において労務費等の補
正を導入するとともに、共通仮設費、現場管理費の補正
率を見直す

・週休２日を達成した企業や、女性活躍を推進する企業な
ど、働き方改革に積極的に取り組む企業を積極的に評価
する

・週休２日制を実施している現場等（モデルとなる優良な
現場）を見える化する

技能と経験にふさわしい処遇（給与）と社会保険加
入の徹底に向けた環境を整備する。

○仕事を効率化する
・建設業許可等の手続き負担を軽減するため、申請手続
きを電子化する

・工事書類の作成負担を軽減するため、公共工事におけ
る関係する基準類を改定するとともに、 や新技術の
導入等により、施工品質の向上と省力化を図る

・建設キャリアアップシステムを活用し、書類作成等の
現場管理を効率化する

の推進等を通じ、建設生産システム
のあらゆる段階における の活用等により生産性
の向上を図る。

○技能や経験にふさわしい処遇（給与）を実現する
・労務単価の改訂が下請の建設企業まで行き渡るよう、発
注関係団体・建設業団体に対して労務単価の活用や適切
な賃金水準の確保を要請する

・建設キャリアアップシステムの今秋の稼働と、概ね５年
で全ての建設技能者（約３３０万人）の加入を推進する

・技能・経験にふさわしい処遇（給与）が実現するよう、
建設技能者の能力評価制度を策定する

・能力評価制度の検討結果を踏まえ、高い技能・経験を有す
る建設技能者に対する公共工事での評価や当該技能者を雇
用する専門工事企業の施工能力等の見える化を検討する

・民間発注工事における建設業の退職金共済制度の普及を
関係団体に対して働きかける

○社会保険への加入を建設業を営む上でのミニマム・
スタンダードにする

・全ての発注者に対して、工事施工について、下請の建設
企業を含め、社会保険加入業者に限定するよう要請する

・社会保険に未加入の建設企業は、建設業の許可・更新を
認めない仕組みを構築する

○限られた人材・資機材の効率的な活用を促進する
・現場技術者の将来的な減少を見据え、技術者配置要件の合
理化を検討する

・補助金などを受けて発注される民間工事を含め、施工時期
の平準化をさらに進める※給与や社会保険への加入については、週休２日工事も

含め、継続的なモニタリング調査等を実施し、下請まで
給与や法定福利費が行き渡っているかを確認。

○ 日本全体の生産年齢人口が減少する中、建設業の担い手については概ね１０年後に団塊世代の大量離職が見込まれており、その持続可能性が危ぶまれる状況。
○ 建設業が、引き続き、災害対応、インフラ整備・メンテナンス、都市開発、住宅建設・リフォーム等を支える役割を果たし続けるためには、これまで

の社会保険加入促進、担い手３法の制定、 などの成果を土台として、働き方改革の取組を一段と強化する必要。
○ 政府全体では、長時間労働の是正に向けた「適正な工期設定等のためのガイドライン」の策定や、「新しい経済政策パッケージ」の策定など生産性革

命、賃金引上げの動き。また、国土交通省でも、「建設産業政策 ＋ 」のとりまとめや６年連続での設計労務単価引上げを実施。
○ これらの取組と連動しつつ、建設企業が働き方改革に積極的に取り組めるよう、労務単価の引上げのタイミングをとらえ、平成３０年度以降、下記３

分野で従来のシステムの枠にとらわれない新たな施策を、関係者が認識を共有し、密接な連携と対話の下で展開。
○ 中長期的に安定的・持続的な事業量の確保など事業環境の整備にも留意。

※今後、建設業団体側にも積極的な取組を要請し、今夏を目途に官民の取組を共有し、施策の具体的展開や強化に向けた対話を実施。

○重層下請構造改善のため、下請次数削減方策を検討する
17

建設キャリアアップシステムを活用した技能者の処遇改善に向けた取組

・建設キャリアアップシステムの導入で確認が可能となる、技能者の保有資格及び就業履歴のデータを活用し、個々の技能者の知識や技
能と組み合わせた「能力評価基準」を策定する。
・この能力評価基準に基づいて技能者を評価する枠組みを構築し、レベルに応じてキャリアアップカードを色分けすることで、技能者の技能
や経験に応じた処遇の実現に向けた環境整備を行う。

・更に、この技能者の能力評価基準と連動した専門工事企業の施工能力等の見える化を進め、良い職人を育て、雇用する専門工事企
業が選ばれる環境を整備する。

※カードのカラーはイメージ

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

目安：
初級技能者
（見習いの技能者）

目安：
中堅技能者
（一人前の技能者）

目安：
職長として現場に
従事できる技能者

目安：
高度なマネジメント
能力を有する技能者
（登録基幹技能者等）

評価基準に合わせ
てカードを色分け

○経験（就業日数）
○知識・技能（保有資格）
○マネジメント能力
（登録基幹技能者講習・職長経験）

技能者の能力評価の対象

これらを組み合わせて評価

建設キャリアアップシステムに登録した技能者に
対し個別に配布されるキャリアアップカードを、
レベルに応じて色分けする

【見える化の対象項目（イメージ）】
○ 所属する技能者の人数・評価
※建設キャリアアップシステムに基づく技能者の能力評価と連動
○ 表彰・工事実績
○ 建機の保有状況
○ 安全性（無事故期間 等）
○ 処遇・福利厚生（社会保険等への加入状況 等）
○ 人材確保・育成（研修制度 等）
○ 地域貢献（災害復旧、地域活動への貢献 等）
○ 経営状況 等

国
土
交
通
省

評価主体Ａ 評価主体Ｂ 評価主体Ｃ

Ａ業
専門工事
企業

Ｂ業
専門工事
企業

Ｃ業
専門工事
企業

Ａ工事業
認定評価
制度

Ｂ工事業
認定評価
制度

Ｃ工事業
認定評価
制度

専門工事企業の施工能力等の見える化のイメージ

※各評価主体が行う企業評価の項目や手法についてガイドラインで定める。
※評価主体としては、専門工事業団体等が考えられる。

（将来的なイメージ）

建設キャリアアップシステム
により客観的に把握可能
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〇「建設キャリアアップシステム」は、技能者の資格、社会保険加入状況、現場の就業履歴等を業界横
断的に登録・蓄積する仕組み

〇システムの活用により技能者が能力や経験に応じた処遇を受けられる環境を整備し、将来にわたって
建設業の担い手を確保

〇システムの構築に向け官民（参加団体：日建連、全建、建専連、全建総連 等）で検討を進め、平成３０年秋に運
用開始予定

〇運用開始初年度で１００万人の技能者の登録、５年で全ての技能者（３３０万人）の登録を目標

【技能者情報】
・本人情報
・保有資格
・社会保険加入状況等

ピッ！

現場入場の際に読み取り

技能者にカードを交付

建設キャリアアップシステムの構築

技技能能者者情情報報ののイイメメーージジ

ＩＤ 123456789012
氏名 建設 太郎

生年月日 Ｓ55 1980/07/28
保有資格

登録基幹技能者 型枠 2016.06.20
技能講習 玉掛け 2008.05.21
特別教育 ロープ高所作業 2005.11.09
社会保険加入状況 退職金共済

建保 〇 協会建保 建退共 〇

年金 〇 厚生年金

雇用 〇 －－－

①技能者情報等の登録

技能者の保有資格や
社会保険の加入状況
をシステム上で確認する
ことが可能に

技能者の就業履歴
（いつ、どの現場で
従事したかの実績）
が蓄積される

第３章 生産性革命
（２）第４次産業革命の社会実装と生産性が伸び悩む分野の制度改革等
④建設分野

建設技能者の就業履歴等を蓄積する建設キャリアアップシステムの来年秋の構築等により、現場管理や書類作成・人材育成の効率化、技能や経験
が適正に評価される環境整備を行う。

＜参考＞新しい経済政策パッケージ（ 閣議決定）（抄）

技能者の処遇改善が図られる環境を整備

②カードの交付・現場での読取 ③システムによる就業履歴の蓄積

就就業業履履歴歴情情報報ののイイメメーージジ

雇雇用用事事業業者者 現現場場名名 就就業業年年月月 就就業業日日数数

〇〇建設 ××ビル 日

〇〇建設 □□住宅 日

〇〇建設 国道△△号 日

計 現場 日

【事業者情報】
・商号
・所在地
・建設業許可情報 等
【現場情報】
・現場名
・工事の内容 等

※システム運営主体
（一財）建設業振興基金
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平成30年3月20日に発表された「建設業働き方改革加速化プログラム」の内容です。
「給与・社会保険」の枠内に、
◉システムが今秋に稼働すること　◉技能・経験にふさわしい処遇を実現すること
◉高い技能をもつ技能者を雇用する企業が評価されること
などが記されています。

技能者の能力評価レベルと、雇用する企業の評価の概要です。
◉登録基幹技能者はレベル4が付与されること
◉技能者の能力評価と企業評価は連動すること
などが記されています。

「建設キャリアアップシステム」の概要が記されています。事業者登録と技能者登録
の両方が必要です。

し
き
こ
と
、
歩
掛
か
り
が
上
が
っ

た
要
因
、
安
全
教
育
、
よ
も
や
ま

話
」
等
々
、
何
で
も
掲
載
し
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

宜
し
け
れ
ば
事
務
局
、
広
報
委

員
宛
に
ご
一
報
頂
け
れ
ば
有
り
難

く
存
じ
ま
す
。

　

全
鉄
筋
一
丸
と
な
る
に
は
結
束

が
必
要
で
す
、
そ
の
た
め
に
は
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
必
要
不
可

欠
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
色
々

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り

ま
す
が
、
発
案
次
第
随
時
発
信
さ

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
得
、
更

な
る
充
実
し
た
委
員
会
を
目
指

し
、
精
進
致
し
て
参
り
ま
す
の
で

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（4）　　　　　  （公社）全国鉄筋工事業協会2018年（平成30）７月20日


